扶　桑　町　学　校　体　育　施　設　開　放　要　綱
（目　的）
第１条　この要綱は、広く町民に生涯スポーツ活動等の機会を与えるため、町立小中学校　　　体育施設を学校教育の支障のない範囲で開放し、生涯スポーツ等の健全な普及・発　　　展を図るとともに、あわせて町民の健康の保持・増進と体力の向上並びに親睦を深　　　め生活を楽しく豊かにすることを目的とする。
（学校体育施設開放校）
第２条　前条の目的を達成するため、教育委員会は町立小中学校を学校体育施設開放校　　　（以下「開放校」という。）とする。
（開放の場所）
第３条　開放校の校長は、学校教育に支障のない範囲において、運動場及び体育館の学校　　　体育施設（以下「施設」という。）を積極的に開放するものとする。
（教育委員会及び校長の責任）
第４条　施設の開放に関する事務は、教育委員会が管理するものとする。
　２　この要綱の実施に関して、開放校の校長は一切の責任は負わないものとする。
（運営委員会）
第５条　施設の開放を円滑にするため、学校体育施設等開放運営委員会（以下「運営委員　　　会」という。）を置くものとする。
　２　　運営委員会は、次の委員をもって組織する。
　　　（１）教育委員会の代表者
　　　（２）学校長若しくは学校職員
　　　（３）体育指導委員・体育協会の代表者
　　　（４）地域の代表者
　３　　委員の任期は、２年とする。但し、委員に欠員が生じた場合、補欠委員の任期は　　　前任者の残任期間とする。
（開放日及び開放時間）
第６条　開放日及び開放時間は、学校教育に支障のない日時とする。
　２　　開放校の校長は運営・管理を円滑にするため、毎月末までに２ヶ月先の月の開放　　　不可能な日時を教育委員会生涯学習課（総合体育館）に通知するものとする。
（利用者の範囲）
第７条　開放校の施設を利用できるものは、生涯スポーツ活動等を目的とし、責任者のい　　　る団体で教育委員会に登録されている者とする。
　２　　登録可能な団体は主に本町在住、在勤もしくは在学する者で構成されている１０　　　人以上の団体とし、責任者は成人とする。
（利用の許可）
第８条　施設を利用しようとする団体は、学校体育施設利用願いを総合体育館に提出し、　　　教育委員会の許可を受けるものとする。
　２　　教育委員会は施設管理上必要がある場合は、利用許可に条件を付すことができる。
(利用の禁止)
第９条　施設の開放が、次の各号のいずれかに該当する場合は、その利用を認めないもの　　　とする。
　　（１）特定の政党若しくは公選による公職の候補者を支持し、又はこれらに反対する　　　　ための利用その他政治的活動のための利用
　　（２）特定の宗教を支持し、又はこれに反対するための利用その他宗教的活動のため　　　　の利用
　　（３）もっぱら営利を目的とするための利用
　(利用の中止)
第10条　教育委員会は、この要綱若しくはこの要綱に基づく実施要領に従わない場合、ま　　　たは公序良俗に著しく反する場合、利用者に対して利用の中止を命ずることができ　　　る。
（事故の処理）
第11条　開放中の事故については、全て利用者において処置するものとする。
（利用者の弁償責任）
第12条　利用者は、開放校の施設・用具を破損した場合には、教育委員会に届出すると同　　　時にその損害を弁償しなければならない。
第13条　この要綱のほか、必要なことは教育委員会が別に定める。
　附　　　則
　　　この訓令は、平成１７年４月１日から施行する。
　２　扶桑町学校体育施設スポーツ開放要綱（昭和５１年６月１８日施行）は廃止する。
